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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯ワイヤレス通信ヘッドセットであって、
　商業規格通信プロトコルによって指定された周波数ホッピングパターンに従った、物理
層での周波数ホッピングスペクトル拡散を使用して通信するワイヤレス通信インターフェ
ースと、
　当該携帯ワイヤレス通信ヘッドセットに搭載され、当該携帯ワイヤレス通信ヘッドセッ
ト内に位置する搭載プロセッサであって、ユーザコマンドにより定義されたオンデマンド
およびハンドフリーで選択的に作動される、ユーザ主導型のカスタムのプライベートのア
ダプティブ擬似ランダム周波数ホッピングパターンを可能にする搭載プロセッサと、
　前記周波数ホッピングパターンまたは前記カスタムのプライベートのアダプティブ擬似
ランダム周波数ホッピングパターンをオンデマンドおよびハンドフリーで選択的に動作さ
せる、ユーザ用の入力デバイスであって、当該入力デバイスは前記ユーザコマンドを通信
するように前記プロセッサに接続され、前記プロセッサは、前記ユーザコマンドに従って
、前記周波数ホッピングパターンと前記カスタムのプライベートのアダプティブ擬似ラン
ダム周波数ホッピングパターンの一方を応答的に選択する、入力デバイスと、
　前記搭載プロセッサから受信した視覚情報を表示するマイクロディスプレイと、
　ユーザの身体部分の物理的動作を検出する検出器であって、動きまたはジェスチャの入
力を提供する、検出器と、
　前記動きまたはジェスチャの入力を受信するトランシーバと、
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　前記動きまたはジェスチャの入力を、変換されたコマンドに変換する変換器と、
　前記動きまたはジェスチャの入力に応じて、前記マイクロディスプレイ上で表示される
情報を転送するディスプレイコントローラとを備えた、携帯ワイヤレス通信ヘッドセット
。
【請求項２】
　前記商業規格通信プロトコルは、ワイヤレスＬＡＮ、ブルートゥース（登録商標）また
はデジタルセルラ（３Ｇ／４Ｇ／ＬＴＥ／ＷｉＭａｘ）プロトコルである、請求項１に記
載の携帯ワイヤレス通信ヘッドセット。
【請求項３】
　前記表示される情報は、前記動きまたはジェスチャの入力を前記変換されたコマンドに
変換したことの前記搭載プロセッサの視覚確認または音声確認をさらに含む、請求項１に
記載の携帯ワイヤレス通信ヘッドセット。
【請求項４】
　前記ワイヤレス通信インターフェースは、さらに、前記変換されたコマンドをホストプ
ロセッサに転送し、かつ、前記ホストプロセッサからの応答を受信する、請求項１に記載
の携帯ワイヤレス通信ヘッドセット。
【請求項５】
　前記商業規格通信プロトコルが、デジタルセルラ３Ｇプロトコル、デジタルセルラ４Ｇ
プロトコル、デジタルセルラＬＴＥプロトコル、およびデジタルセルラＷｉＭａｘプロト
コルの少なくとも１つである、請求項２に記載の携帯ワイヤレス通信ヘッドセット。
【請求項６】
　携帯ワイヤレス通信ヘッドセットであって、
　商業規格通信プロトコルによって指定された周波数ホッピングパターンに従った、物理
層での周波数ホッピングスペクトル拡散を使用して通信するワイヤレス通信インターフェ
ースと、
　当該携帯ワイヤレス通信ヘッドセットに搭載され、当該携帯ワイヤレス通信ヘッドセッ
ト内に位置する搭載プロセッサであって、当該プロセッサは、ユーザコマンドに応答し、
このユーザコマンドに基づいて、カスタムの追加のプライベートアダプティブ擬似ランダ
ム周波数ホッピングパターンを選択的に可能にし、当該プロセッサは、前記周波数ホッピ
ングパターンまたは前記カスタムの追加のプライベートアダプティブ擬似ランダム周波数
ホッピングパターンをオンデマンドおよびハンドフリーで選択的に動作させる、プロセッ
サと、
　前記搭載プロセッサから受信した視覚情報を表示するマイクロディスプレイと、
　ユーザの身体部分の物理的動作を検出する検出器であって、動きまたはジェスチャの入
力を提供する、検出器と、
　前記動きまたはジェスチャの入力を受信するトランシーバと、
　前記動きまたはジェスチャの入力を、変換されたコマンドに変換する変換器と、
　前記動きまたはジェスチャの入力に応じて、前記マイクロディスプレイ上で表示される
情報を転送するディスプレイコントローラとを備えた携帯ワイヤレス通信ヘッドセット。
【請求項７】
　前記動きまたはジェスチャの入力が、第１の軸（水平）、第２の軸（垂直）、第３の軸
（深さ）、第４の軸（ピッチ）、第５の軸（ロール）および第６の軸（ヨーイング）の少
なくとも１つに相当するユーザの頭部の動きまたはユーザの手のジェスチャの検出を含む
、請求項１または６に記載の携帯ワイヤレス通信ヘッドセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、２０１０年９月２０日に出願された米国仮特許出願第６１／３８４，５８０号
の利益を主張する。上記出願の全教示は、参照により本明細書に組み込まれる。
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【背景技術】
【０００２】
　ワイヤ接続されていない携帯映像ディスプレイデバイスの使用により、多くの適用が利
益を得る。例えば、現場の製造作業者、軍人、警察または緊急作業員が使用する一定の適
用には、ホストプラットホームとワイヤ接続されずに５００メートルほど遠方まで映像を
表示する能力が目標として求められる。これにより、現場の監督または指揮車両が、ワイ
ヤレス音声通信に等しい範囲で車両の表示情報のすべてにアクセスすることができる。
【０００３】
　上記の能力は、最小限の待ち時間で、安全な方法で送信される高速データ転送を実現さ
れるべきである。また、アンチジャミングおよびアンチスプーフィング能力も必要とされ
る。この取り組みは、無線周波数（ＲＦ）および非ＲＦソリューションを含んでもよい。
考慮される技術は、車両上および車両外の両方の製造作業者、軍人、警察および緊急作業
員の負担を最小限に抑えるために、電力効率が良いことが重要である。この取り組みは、
スタンドアロンソリューションであるべきではなく（独立して解決されるべきではなく）
、統合ヘッドマウントディスプレイソリューションの一部としてのこの能力の組み込みに
対処するものであるべきである。
【０００４】
　タイプＩの暗号は、産業、警察、緊急または軍用システムの開発と生産の両方において
高価なものである。また、ハードウェア実装を必要とするため、システムの電力消費量に
かなり影響を与えるかもしれない。製造作業者、警察、緊急および陸軍システム用のワイ
ヤレスパーソナルエリアネットワークの開発支援における現在の取り組みは、超広帯域技
術の低電力での実装に重点を置く。低域／検出能力およびアンチジャミング特性について
の追及されている課題は、タイプＩの暗号を必要とすべきではない。しかし、車両上およ
び車両外の両方の製造作業者、警察、緊急作業員および軍人に対する帯域要件を満たすた
めに電力を増加するこの手法は、上手く調整しない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　タイプＩの暗号のハードウェア実装を必要とすることなく、機密データの送信に対する
セキュリティ要件を達成するための革新的な手法が必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　高度に統合された商用オフザシェルフ（ＣＯＴＳ）ブルートゥース（登録商標）２．１
および携帯電話無線は、オンデマンドスペクトル拡散周波数ホッピング（ＳＳＦＨ）操作
を既に提供し、車両外の製造作業者、警察、緊急作業員、軍人および治安部隊のためのリ
アルタイムでのゼロ待ち時間の安全なストリーミング映像およびデータの高帯域幅通信を
実現している。セルラ無線および支援用周辺サブシステム（ＧＰＳ、デジタルコンパス、
ブルートゥース（登録商標）、ＷｉＦｉ　ｂ，ｇ　＆　ｎ、搭載デジタルカメラ、頭部追
跡器などを含む）は、完全な最新レベルの統合状態にあり、電力消費量は低い。
【０００７】
　一般に、ブルートゥース（登録商標）およびグローバル４バンド３Ｇまたはより優れた
セルラ無線チップセットは、いかなる都市部での動作も、大抵のリモート位置での動作も
可能であり、さまざまな製造作業者、警察および軍人が、近くの個人用または商用デバイ
スおよびローカルのセルラリソースをいかなる場所においても活用することができる。
【０００８】
　ＣＯＴＳコンポーネントを使用してセルラ周波数のＬＡＮ　ブルートゥース（登録商標
）およびオンデマンドＳＳＦＨ使用を製造作業者、警察、軍人および車両に提供すること
によって、車両外の製造作業者、警察、軍人、車両および無人機の間で、非常に安全なレ
ベルの戦術通信および十分なＨＤストリーミング映像帯域幅を実現する。
【０００９】
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　したがって、好ましい実施形態では、ＣＯＴＳ　３Ｇ／４Ｇ／ＬＴＥまたはＷｉＭＡＸ
セルラ無線システムは、ソフトウェアによって変更し、従来通りまたはオンデマンドＳＳ
ＦＨモードでのいずれかで選択的に動作する。
【００１０】
　具体的には、最大１５００フィートまでのリアルタイムのストリーミング映像（７２０
×４８０ｐ＠３０ｆｐｓ）の近距離での共有のための、内蔵暗号化機能を備えた補助的な
ＣＯＴＳ　ブルートゥース（登録商標）２．１パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）
無線を追加することができる。ＳＳＦＨセルラは、産業、警察、緊急および軍用通信を可
能にし、必要な場合に標準のセルラサービスを阻止するように設計することができる。
【００１１】
　好ましい実施形態では、強化されたブルートゥース（登録商標）およびＳＳＦＨセルラ
無線は、大きいフォーマットの仮想マイクロディスプレイを備えた「ハンドフリー」ワイ
ヤレスモバイルコンピューティングおよび通信用ヘッドセットと統合される。そのような
フォームファクタの一例としては、マサチューセッツ州ウェストボロ（Ｗｅｓｔｂｏｒｏ
）に所在するＫｏｐｉｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＧｏｌｄｅｎ－ｉヘッ
ドセットが挙げられる。
【００１２】
　強化されたブルートゥース（登録商標）およびＳＳＦＨ無線技術を組み込むこれらの強
化されたヘッドセットの形式は、軍人、警察、消防士、初動要員、および、セキュリティ
目的のために閉じたセルラシステムまたはプライベートセルラシステムを求める公益会社
などの適切な営利会社が関心を示すものである。
【００１３】
　また、ワイヤレス映像ヘッドセットは、可視光線、近ＩＲ、遠ＩＲおよび／またはＵＶ
の両方のストリーミング映像イメージングの伝達が可能な低電力の光センサなどの補助デ
バイスを組み込むこともできる。
【００１４】
　前述は、異なる図面を通して同様の参照符号は同じ部分を示す添付の図面に示されるよ
うに、本発明の例示的な実施形態の以下のより具体的な説明から明らかになるであろう。
図面は必ずしも原寸に比例するとは限らず、その代わり、本発明の実施形態の例示に重点
を置く。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】マイクロディスプレイおよび他の周辺インターフェースを含むヘッドマウントデ
ィスプレイ（ＨＭＤ）システムの図である。
【図２】ユーザの頭に着用された、カメラ周辺機器が設置されたＨＭＤシステムを示す別
の斜視図である。
【図３】ＨＭＤと、パーソナルコンピュータなどのホストプロセッサ用のコントローラと
してのその使用とを示す高レベルの機能図である。
【図４】ＨＭＤアセンブリの内部のコンポーネントの高レベルのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　好ましい実施形態では、ＷＬＡＮ、ブルートゥース（登録商標）およびセルラ（３Ｇ／
４Ｇ／ＬＴＥ／ＷｉＭａｘ）などの民生通信回路を備えた搭載統合ＯＭＡＰプロセッサを
有する軽量のワイヤレス通信映像ヘッドセットは、利用可能な無線周波数の制御可能なス
ペクトル拡散周波数ホッピング（ＳＳＦＨ）使用を提供するシステムソフトウェアオーバ
ーレイを含む。これにより、非常に安全なレベルの戦術通信および十分なストリーミング
映像帯域幅が実現されるが、依然としてＣＯＴＳ技術を使用する。このデバイスは、車両
外の製造作業者、警察、緊急、セキュリティ、軍人および車両、無人機間で、ならびに、
他の応用での通信に使用することができる。システムは、従来通りまたはオンデマンドＳ
ＳＦＨモードでのいずれかで選択的に動作することができる。
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【００１７】
　好適なヘッドセットプラットホームは、マサチューセッツ州ウェストボロ（Ｗｅｓｔｂ
ｏｒｏ）に所在するＫｏｐｉｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＧｏｌｄｅｎ－
ｉ（商標）デバイスを含む。Ｇｏｌｄｅｎ－ｉは、目の近くの１５インチの仮想パーソナ
ルコンピュータ（ＰＣ）ディスプレイと、耳の近くのスピーカとを備えた軽量（３～６オ
ンス）のブルートゥース（登録商標）／ＷｉＦｉ／セルラヘッドセットである。Ｇｏｌｄ
ｅｎ－ｉヘッドセットは、左目または右目のいずれかの下方または上方で、眼鏡、保護眼
鏡、安全帽またはヘルメットを快適に着用した状態で使用するように調整することができ
る。
【００１８】
　搭載Ｇｏｌｄｅｎ－ｉ機能は、自然な音声認識機能と６軸のジェスチャ検知機能とを含
み、デジタル情報、インターネットサービスおよび放送番組、例えば、リアルタイムのフ
ルカラー高解像度ストリーミング映像などを含む、実質的に世界中のいかなる情報へのハ
ンドフリーの自発的アクセスをもオンデマンドでユーザに提供する。付随的で着脱可能な
カメラを追加すると、Ｇｏｌｄｅｎ－ｉは、ユーザがリアルタイムでオンデマンドの静止
画像またはストリーミング映像を同様に記録および／または送信することも可能にする。
【００１９】
　ユーザは、１つまたは複数の外部のデバイスまたはネットワークインターフェースに命
令してそれらを制御することができる。Ｇｏｌｄｅｎ－ｉの特徴および能力は、情報「ク
ラウド」における「ハンドフリー」リモート動作に理想的であり、ユーザは、オンデマン
ドでリモートホストデバイスに自発的に飛び移ったり離れたりすることができ、簡単な口
頭でのコマンドまたは頭部ジェスチャで、システム間でのデータの移動およびコピーを行
うことができる。
【００２０】
　より具体的には、図１は、一般に、フレーム１０００、ストラップ１００２、後部１０
０４、スピーカ１００６、カンチレバまたはアーム１００８およびマイクロディスプレイ
サブアセンブリ１０１０を含む例示的なヘッドマウントディスプレイ（ＨＭＤ）システム
１００を示す。デバイスの片側、具体的には、マイクロディスプレイサブアセンブリ１０
１０の反対側は、「ホットシュー」周辺ポート１０２０を含み、以下でさらに説明される
ように、「ホットシュー」周辺ポート１０２０は、対応する接続をアクセサリに提供する
ことができ、その結果、ユーザは、ＨＭＤシステム１００にさまざまなコンポーネントを
取り付けたり取り外したりすることができる。
【００２１】
　図２は、ユーザによって着用されたＨＭＤ　１００の右側から見た図であり、カメラア
クセサリ１０６０がポート１０２０に設置されている。カメラ１０６０は、音声および映
像の検知および記録機能の両方を含むことができる。カメラ１０６０は、例えば、「弾丸
カム」と同様の小フォームファクタを有してもよい。以下でさらに説明されるように、頭
部運動、手のジェスチャおよび／または音声コマンドを含み得るユーザ入力はユーザによ
って提供され、それにより、ディスプレイ１０１０、カメラ１０６０の設定が制御され、
他の機能が実行される。
【００２２】
　ＨＭＤシステム１００は、スタンドアロンパーソナルコンピュータ（ＰＣ）／スマート
フォンデバイスとして動作してもよい。また、ＨＭＤシステム１００は、ホストパーソナ
ルコンピュータ用のリモートコントロールとしても機能し得る。これを受けて、ハウジン
グにはさまざまな電子回路が含まれ、理解されるように、マイクロコンピュータ、１つも
しくは複数のワイヤレスインターフェース、接続されたメモリなどの記憶装置、および／
または、運動センサが含まれる。カメラおよび／または運動センサは、ユーザの頭部運動
または手のジェスチャの追跡に使用され、マイクロホンは、音声入力信号を受信する。
【００２３】
　ワイヤレスインターフェースは、ワイヤレスネットワーク接続性を備えたパーソナルコ
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ンピュータとして、または、ホストコンピューティングデバイス２００用のリモートコン
トロールとしてのＨＭＤシステム１００の使用を可能にする（図３を参照）。例えば、ホ
スト２００は、ＨＭＤシステム１００自体以上の演算複雑性およびそれ以上のネットワー
ク接続性を有するラップトップ、携帯電話、タブレット、ＲＩＭ（登録商標）Ｂｌａｃｋ
ｂｅｒｒｙ（登録商標）、Ａｐｐｌｅ（登録商標）ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、Ｇｏｏｇ
ｌｅ（登録商標）Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）または他のスマートフォンデバイスであっ
てもよい。ホスト２００は、インターネットへのワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）接
続２１０を通じてなど、他のネットワークにさらに接続することができる。リモートコン
トロール１００とホスト２００は、ブルートゥース（登録商標）リンクまたはワイヤレス
ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）１５０によって提供されるものなどの好適なワ
イヤレス接続を通じて互いに接続される。ＨＭＤシステム１００は、追加のスピーカ、追
加のカメラ、光源、および、ホットシュー１０２０に設置することができる他の任意の電
子コンポーネントなどのカメラ１０６０を超える他のアクセサリに対しての他の機能を提
供することができる。
【００２４】
　図３に示されるように、ＨＭＤシステム１００は、マイクロホンを介しての音声入力、
カメラもしくは他の光センサを介しての手のジェスチャ、および／または、頭部追跡回路
を介しての頭部動作など、ユーザから入力を受信する。これらは、ＨＭＤシステム１００
内のソフトウェアによって、キーボードおよび／またはマウスコマンドに変換される。コ
マンドは、ＨＭＤシステム１００でローカルに解釈することも、ブルートゥース（登録商
標）インターフェース１５０上でホスト２００に送信することもできる。次いで、ホスト
２００は、それ自体のオペレーティングシステム／アプリケーションソフトウェアに従っ
て、これらの変換されたコマンドを解釈し、さまざまな機能を実行する。
【００２５】
　これらのコマンドの中には、文書をフェッチして表示するコマンドがあってもよい。
　他のコマンドの中には、Ｅメールまたはウェブページなど、インターネットからの情報
を取得してそれを表示するコマンドがあってもよい。
【００２６】
　他のコマンドの中には、仮想ディスプレイ内で視野を選択し、次いで、その選択画面を
リモートデバイスへ返信するコマンドがあってもよい。この場合、極大フォーマットの仮
想ディスプレイエリアが、ＨＭＤ　１００システム上もしくはＨＭＤ　１００システム内
で実行しているアプリケーションソフトウェアもしくはオペレーティングシステム、また
は、ホスト２００上で実行しているアプリケーションソフトウェアもしくはオペレーティ
ングシステムに関連付けられてもよい。ユーザは、その大きな仮想ディスプレイエリアの
一部のみをマイクロディスプレイ上で閲覧するために選択することができる。この視野は
、ＨＭＤ　１００に供給されるさまざまな音声コマンド、手のジェスチャおよび／または
頭部動作によって選択することができる。ホスト２００と相互作用するＨＭＤ　１００に
よって実行することができる機能に関するさらなる情報については、本願と同一発明者に
より２０１０年５月５日に出願された「Ｒｅｍｏｔｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　Ｈｏｓｔ
　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｕｓｉｎｇ　Ｍｏｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｖｏｉｃｅ　Ｃｏｍｍ
ａｎｄｓ」と称する同時係属中の米国特許出願第１２／７７４，１７９号（代理人整理番
号０７１７．２０９８－００１）に説明されており、その内容は、参照により本明細書に
組み込まれる。
【００２７】
　図４は、ＨＭＤシステム１００の非限定的で例示的な実施形態の簡略化された高レベル
のブロック図である。図１に示されたように、これらのコンポーネントは、ＨＭＤハウジ
ングに統合される。ＨＭＤシステム１００は、ポッドアセンブリ４０００を含んでもよく
、ポッドアセンブリ４０００は、前述のマイクロディスプレイ４０１０と、１つまたは複
数のマイクロホン４０２０とを、ユーザの目および口の近くに位置できるブーム上に設置
する。別のスピーカポッド４００６は、ユーザの耳の近くにスピーカ４０３０を設置する
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。他のＨＭＤシステム１００の電子機器は、フレーム上またはフレーム内の適切な位置（
図１の後部１００４など）に設置することができ、Ｏｐｅｎ　Ｍｅｄｉａ　Ａｐｐｌｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ（ＯＭＡＰ）ローカルプロセッサ４１００、出力／音声コ
ンパニオンチップ４１０２、ディスプレイドライバ４１０４、頭部追跡回路基板４１０６
およびワイヤレスＬＡＮ／ブルートゥース（登録商標）インターフェース４１０８を含む
。また、後部ハウジング内には、リチウムイオン電池４２００などの電源も位置する。
【００２８】
　追跡回路４１０６は、さまざまなセンサから頭部動作および手のジェスチャを検出する
ことができる。これらのセンサは、地理的位置を検出する３軸～９軸の自由度の方向セン
サ（デジタル磁力計など）、大気センサ、健康状態センサ、ＧＰＳ、デジタルコンパス、
圧力センサ、環境センサ、エネルギーセンサ、加速、位置、姿勢、運動、速度もしくは光
のセンサ、または、カメラ（可視光、赤外線など）を含んでもよい。カメラ、運動センサ
および／またはセンサは、少なくとも第１の軸（水平）における、しかし好ましくは、第
２の軸（垂直）、第３の軸（深さ）、第４の軸（ピッチ）、第５の軸（ロール）および第
６の軸（ヨーイング）における、ユーザの頭部、手および／または身体の動きおよび／ま
たは位置の追跡に使用される。
【００２９】
　また、ＨＭＤシステム１００は、ブルートゥース（登録商標）インターフェース４１０
８を通じて無線接続することができるワイヤレスマウス、トラックボールまたはキーボー
ドなどの外部の入力デバイスから入力を受信することができる。
【００３０】
　ＯＭＡＰプロセッサは、中央演算処理装置と、不揮発性メモリを含むことができるラン
ダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）などのオン
チップメモリとを含んでもよい。ＯＭＡＰは、Ｔｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｉ
ｎｃ．が販売するＴｅｘａｓ　ＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓモデルのＯＭＡＰ３５３０プロセ
ッサであってもよく、マルチメディアプロセッサとして使用することができる。ＯＭＡＰ
は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）の埋込み変形体のようなオペレー
ティングシステムを実行してもよいる。
【００３１】
　この例では、ＴＰＳ６５９５０出力／音声コンパニオンチップもまた、Ｔｅｘａｓ　Ｉ
ｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓから入手可能であり、音声、ＵＳＢ、キーパッド制御およびバッテ
リ充電機能をシステムに提供する。
【００３２】
　ディスプレイドライバは、マサチューセッツ州ウェストボロ（Ｗｅｓｔｂｏｒｏｕｇｈ
）に所在するＫｏｐｉｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なモデルＫＣＤ－Ａ９１
０ディスプレイドライバであってもよい。マイクロディスプレイ４０１０もまた、Ｋｏｐ
ｉｎから入手可能であり、ＣｙｂｅｒＤｉｓｐｌａｙモデル１１３ＬＶ、１５２ＬＶ、２
３０ＬＶ、ＷＱＶＧＡ、または、他の製造業者が容認可能なマイクロディスプレイを含ん
でもよい。
【００３３】
　ＷＬＡＮ／ＢＴインターフェース４１０８は、モデルＬＢＥＥ　１Ｗ８　ＮＥＣインタ
ーフェース回路、Ｕｎｉｔｅｄ　ＫｉｎｇｄｏｍのＣａｍｂｒｉｄｇｅに所在するＣＳＲ
　Ｌｔｄ．から入手可能なモジュールまたは他のブルートゥース（登録商標）インターフ
ェース回路であってもよい。
【００３４】
　ＯＭＡＰプロセッサ４１００は、ブルートゥース（登録商標）オーバーレイ４７００を
有し、ブルートゥース（登録商標）オーバーレイ４７００は、ＷＬＡＮ／ＢＴインターフ
ェース４１０８と相互作用して協働し、ユーザが２つの可能な通信モードの１つを選択で
きるようにする。第１のモードは、標準ブルートゥース（登録商標）プロトコルを使用し
、ＨＭＤデバイスが標準周辺機器とともに動作できるようにする。しかし、第２のモード
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は、カスタムの周波数ホッピングスペクトル拡散（ＦＨＳＳ）パターンを使用して、通信
セキュリティの強化を実現する。
【００３５】
　当業者であれは、標準ブルートゥース（登録商標）インターフェースが４つのプロトコ
ル層、すなわち、ブルートゥース（登録商標）コアプロトコル、ケーブル代替プロトコル
（ＲＦＣＯＭＭ）、電話制御プロトコルおよび採用プロトコル（例えば、ＰＰＰ、ＴＣＰ
／ＵＤＰ／ＩＰ／ＯＢＥＸ／ｖＣＡＲＤ／ＷＡＰ）を含むことを理解する。ブルートゥー
ス（登録商標）コアプロトコルスタックは、ベースバンド、リンクマネージャプロトコル
（ＬＭＰ）、論理リンク制御および適合プロトコル（Ｌ２ＣＡＰ）、ならびに、サービス
発見プロトコル（ＳＤＰ）層を含む。
【００３６】
　ベースバンドおよびリンク制御層は、ブルートゥース（登録商標）ユニット間の物理的
なＲＦリンクがピコネットを形成できるようにする。ブルートゥース（登録商標）無線シ
ステムは、定義された周波数上の定義された時間スロットにパケットが送信される周波数
ホッピングスペクトル拡散システムであるため、この層は、問い合わせおよび呼び出し手
順を使用して、異なるブルートゥース（登録商標）デバイスの送信ホッピング周波数およ
びクロックに同期する。ブルートゥース（登録商標）無線（物理層）は、２．４ＧＨｚの
無認可のＩＳＭ帯域で動作する。無線層は、周波数ホッピングスペクトル拡散（ＦＨＳＳ
）トランシーバを使用し、干渉およびフェーディングに対抗し、合計で７９の利用可能な
キャリアから選択された多くのＦＨＳＳキャリアを常に使用している。ＲＦ操作は、成形
（shaped）バイナリ周波数変調を使用して、トランシーバの複雑性を最小限に抑える。シ
ンボルレートは、１メガビット／秒（Ｍｂｐｓ）のビットレートをサポートする１メガシ
ンボル／秒（Ｍｓｐｓ）、または、拡張データレートでは無線の総ビットレートで２また
は３Ｍｂ／ｓである。これらのモードはそれぞれ、基本レートと拡張データレートとして
知られている。
【００３７】
　通常の操作の間、物理的な無線チャネルは、共通のクロックおよび周波数ホッピングパ
ターンに同期するデバイス群によって共有される。デバイス群は、マスタおよびスレーブ
デバイスからなるピコネットを形成する。デバイスの１つは、同期基準を提供し、マスタ
として知られる。他のすべてのデバイスは、スレーブとして知られる。
【００３８】
　ブルートゥース（登録商標）対応デバイスにおけるデバイスは、マスタのアドレスおよ
びクロックから決定されるものなど、ブルートゥース（登録商標）仕様で定義されるよう
な特定のフィールドによってアルゴリズムで決定された特定の周波数ホッピングパターン
を使用する。基本の周波数ホッピングパターンは、ＩＳＭ帯域内の７９の周波数の疑似ラ
ンダム順序である。後に開発されたあるブルートゥース（登録商標）規格では、ホッピン
グパターンを任意選択で適合させ、干渉デバイスによって使用されるものとして検出され
た周波数を除外することが可能である。
【００３９】
　ＨＭＤデバイス１００がブルートゥース（登録商標）ピコネットに接続され、マスタデ
バイスとなると、他のＣＯＴＳデバイスとインターフェースを取ることを可能にする標準
ブルートゥース（登録商標）周波数ホッピングパターンに従って動作するように決定を下
すことができる。しかし、第２のモードでは、ＨＭＤデバイスは、代わりに、ブルートゥ
ース（登録商標）規格によって指定される周波数ホッピングアルゴリズムとは異なる、カ
スタムのプライベートの周波数ホッピングアルゴリズムを実行する。Ｍｉｌｉｔａｒｙ　
Ｃｏｍｍｕｎｉ－ｃａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ，ＭＩＬＣＯＭ　２００３年，
１３－１６　２００３年１０月に登場するＧｏｌｍｉｅ．Ｎ．ら，「ブルートゥース（登
録商標）　Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｈｏｐｐｉｎｇ　ａｎｄ　Ｓｃｈｅ
ｄｕｌｉｎｇ」，Ｎａｔ．Ｉｎｓｔ．ｏｆ　Ｓｔａｎｄ．＆　Ｔｅｃｈｎｏｌ．，Ｇａｉ
ｔｈｅｒｓｂｕｒｇ，ＭＤ，ＵＳＡに記載されるものまたは他のカスタムの周波数ホッピ
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ングアルゴリズムなどの代替の周波数ホッピングアルゴリズムは、この第２のモードで使
用することができる。したがって、通常ＯＭＡＰのコンテキスト内で実行するソフトウェ
アオーバーレイ４７００は、ＨＭＤシステム１００で使用されるブルートゥース（登録商
標）（および付随的に任意のＳＳＦＨセルラ無線）に追加のＳＳＦＨ機能性を提供する。
ソフトウェアオーバーレイ４７００は、ホストからユーザ入力および／またはコマンドを
受信し、周波数ホッピング疑似ランダムパターンを商用オフザシェルフパターンから、決
定論的ではあるがプライベートの疑似ランダム周波数ホッピングパターンに変更する。プ
ライベートの周波数ホッピングパターンは、システム１００の特定のユーザのみに利用可
能にし、社会全般で利用可能なデバイスでは使用されないようにすることができる。強化
された周波数ホッピング無線技術のそのような特定のユーザは、これらに限定されないが
、軍人、警察、消防士および初動要員部隊の特定のメンバーを含んでもよく、または、閉
プライベート通信システムを求める公益会社などの特定の営利会社であってもよい。プラ
イベートの周波数ホッピングパターンを採用することにより、盗聴および傍受に対する追
加のセキュリティを提供する。
【００４０】
　同様の適合を実施して、周波数ホッピングスペクトル拡散を使用する他のＬＡＮまたは
デジタルセルラ（３Ｇ／４Ｇ／ＬＴＥ／ＷｉＭａｘ）プロトコルを、選択可能なプライベ
ートネットワークオーバレイに提供することができる。
【００４１】
＜モバイルプロセッサの選択＞
　Ｔｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ以外のＩｎｔｅｌ、Ｆｒｅｅｓｃａｌｅなどを含
む米国の集積回路製造業者から入手可能ないくつかの現在および近未来の高度な低電力モ
バイルプロセッサファミリが存在する。ストリーミング映像および高帯域幅データ性能ト
レードオフ、統合効率、電力消費量、産業ソフトウェアおよびアプリケーションサポート
、プロセッサ製品ファミリロードマップ、長期間のコンポーネントの利用可能性、ならび
に、アプリケーションパッケージサポートの高耐久化などの検証はすべて、ＯＭＡＰプロ
セッサファミリを選択する際の不可欠な考慮事項である。
【００４２】
＜システムＯＳの選択＞
　一実施形態では、オペレーティングシステムとしてＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗ
ｓ（登録商標）を使用できるが、他のＯＳを使用することもできる。販売可能性、将来お
よび後続の商業ＯＳソリューションへの移行の容易性と、ウイルス、望ましくないハッキ
ングおよび改ざんからＯＳを保護する能力と、ＯＳに基づくアプリケーション開発のサイ
ズおよび範囲と、標準デスクトップＰＣまたはサーバに対するデバイスアプリケーション
開発の容易性および新しいアプリケーションをモバイルデバイスに移植する容易性と、長
期間のモバイルデバイスＯＳの商業サポートとが、すべて、重要なＯＳ特性である。
【００４３】
＜ブルートゥース（登録商標）無線の選択＞
　ブルートゥース（登録商標）バージョン２．１の無線は、１ｍＷ～１００ｍＷの範囲の
ブロードキャスト電力で動作し、３～３００フィートに及ぶ距離を無線で２５～３０フレ
ーム／秒（ｆｐｓ）で７２０×４８０ｐの解像度でリアルタイムの映像をストリーミング
するＫｏｐｉｎ（登録商標）Ｇｏｌｄｅｎ－ｉ（商標）ヘッドセットで実証されている。
後の修正版のブルートゥース（登録商標）無線は、さらなる高性能を実現することが期待
される。
【００４４】
＜セルラチップセットの選択＆基地局ＳＳＦＨソフトウェア＞
　ＣＯＴＳ　３Ｇのセルラ無線チップセット４３００は改良され続け、急速な進歩は、６
００ｍＷのブロードキャスト電力で動作し、最大５マイルまでを無線で１５～３０ｆｐｓ
で７２０×４８０ｐの解像度でリアルタイムの映像をストリーミングする多くの市販のハ
ンドセットで実証されている。４Ｇでは、チップセットは、ＷｉＭａｘ、ＬＴＥおよびは
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るかに強化されたセルラストリーミング映像能力に到達した。
【００４５】
　セルラ無線チップセットおよびプライベートの擬似ランダム周波数ホッピングプランを
選択すると、ＳＳＦＨ周波数パターン選択のための対応するプライベートの基地局ソフト
ウェアもまた、対応する基地局プラットホームと統合される。
【００４６】
＜ディスプレイの選択＞
　また、Ｋｏｐｉｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎは、対角線０．４４インチのＳＶＧＡ（８
００×６００）およびＸＧＡ（１０２４×７６８）解像度や、対角線０．４９インチのＨ
Ｄ（１２８０×７２０ｐ）解像度から、対角線０．８インチのＳＸＧＡ（１２８０×１０
２４）解像度までのマイクロディスプレイを提供する。Ｋｏｐｉｎディスプレイは、透過
型ＬＣＤのＬＥＤバックライト付きディスプレイである。他のディスプレイ技術や、ＯＬ
ＥＤ、ＤＬＰ、強誘電性ＬＣＤなどのディスプレイ技術でストリーミング映像レートを実
現するディスプレイを生産する供給業者が存在する。それぞれの技術は、モバイルにおい
て低電力、「全天候型」、すべての周囲環境での使用およびアプリケーションを使用する
ための新しいおよび最新の評価および批評を受けるに値する。それらの統合能力、電力消
費量、二次サポート回路要件、目の近くの求められる光学システムボリューム、固有の厳
しいアプリケーションの生存性、ならびに、極端な産業および／または軍事における温度
特性はすべて、特定され、優先されるべきであり、最適なモバイル映像を実現するシステ
ムディスプレイが選択されるべきである。
【００４７】
　すべての特許、公開出願および本明細書で引用される参考文献の教示は、それらの全体
が参照により組み込まれる。
【００４８】
　本発明を、その例示的な実施形態を参照して具体的に示し、説明してきたが、当業者で
あれば、添付の特許請求の範囲によって包含される本発明の範囲から逸脱することなく、
その中で形態および詳細のさまざまな変更を行い得ることが理解されよう。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　商業規格通信プロトコルによって指定された周波数ホッピングパターンに従った、物理
層での周波数ホッピングスペクトル拡散を使用して通信するワイヤレスインターフェース
と、
　追加のプライベートの周波数ホッピングプランを可能にする搭載プロセッサと
を備えた携帯ワイヤレス通信ヘッドセット。
〔態様２〕
　前記規格の周波数ホッピングプランまたは前記プライベートの周波数ホッピングプラン
をユーザが選択的に可能にするための入力デバイスを追加的に備える、態様１に記載の装
置。
〔態様３〕
　前記商業規格プロトコルは、ワイヤレスＬＡＮ、ブルートゥース（登録商標）またはデ
ジタルセルラ（３Ｇ／４Ｇ／ＬＴＥ／ＷｉＭａｘ）プロトコルである、態様１に記載の装
置。
〔態様４〕
　前記ヘッドセットは、
　　ローカルのプロセッサから受信した視覚情報を表示するマイクロディスプレイと、
　　ユーザの身体部分の物理的動作を検出する動き検出器であって、動きまたはジェスチ
ャの入力を提供する、動き検出器とをさらに備え、
　前記ローカルのプロセッサは前記装置内に位置し、
　　前記動きまたはジェスチャの入力を受信するトランシーバと、
　　前記動きまたはジェスチャの入力をユーザコマンドに変換する変換器と、
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　　前記動きまたはジェスチャの入力に応じて、前記マイクロディスプレイ上で表示され
る情報を転送するディスプレイコントローラとをさらに備える、
態様１に記載の装置。
〔態様５〕
　前記表示される情報は、前記ユーザコマンドを処理した前記ローカルのプロセッサの視
覚確認または音声確認をさらに含む、態様１に記載の装置。
〔態様６〕
　前記ワイヤレス通信インターフェースは、さらに、ユーザコマンドをホストプロセッサ
に転送し、かつ、前記ホストプロセッサからの応答を受信する、態様４に記載の装置。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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